
第
１
編

第
１
編

長
野
県
の
子
ど
も
・
若
者
の
今

第
６
章

就
業
環
境
と
働
き
方
　

第
１
編

長
野
県
の
子
ど
も
・
若
者
の
今

第
７
章

青
少
年
の
育
成
環
境

25 

 

 
〔私学・高等教育課調〕 

 

新規大卒者の約３割は３年以内に離職 
○ 大卒就職者の３～４人に１人が３年以内に離職しています。 

新規大学卒業者の３年以内離職率（H25年３月卒） 

全 国 長野県 

31.9％ 28.7％ 

〔Ｈ28 新規学卒者の離職状況（厚生労働省）〕 

 

 

２ 女性の働き方 

子育て期の女性の就業率が減少する M 字カーブは依然存在 
○ 長野県における女性の年齢階層別就業率について、20 歳代後半から 30歳代後半の子育て

期の就業率は、平成 17年と比較して上昇しています。（20 歳代後半 5.5ポイント、30歳代

前半 7.3 ポイント、30歳代後半 6.2 ポイント上昇） 

○ しかし、30 歳代前半の女性の就業率は、20 歳代後半より 5.9 ポイント減少し、70％を下

回っています。いわゆるＭ字カーブが依然として見られます。 

 
〔国勢調査（総務省）〕 

60.8 58.8 56.8 57.1 56.0 55.9

90.5
87.0 88.8 90.0 89.0 88.0

72.8
69.8 69.1 71.1

68.3 68.1

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H24.3卒 H25.3卒 H26.3卒 H27.3卒 H28.3卒 H29.3卒

県内大学卒業者の県内就職率

大 学 短期大学 大学・短大計

69.4

61.7
66.7

10.5

67.6

74.9
69.0

72.9
78.8 80.9 80.6

75.6

59.2

41.6

27.8

17.9

10.3
3.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0 女性の年齢階層別就業率（長野県）

H17 H22 H27

％

％ 

26 

第７章 青少年の育成環境 

～ インターネットの適正な利用が課題 ～ 

１ 非行及び犯罪被害 

非行少年数は減少傾向 
○ 県内の非行少年の総数は減少傾向にありますが、再非行者率は横ばいの傾向です。 

 

注）再非行者率：少年の一般刑法犯検挙人員に占める再非行少年の人員割合 

〔少年非行の概況（長野県警）〕 

 

薬物乱用少年数に大きな変化なし 
○ 全国的に薬物乱用少年数は減少傾向にありましたが、近年再び増加傾向が見られます。長

野県では大きな変化はみられません。 

毒物及び劇物取締法、覚せい剤取締法、大麻取締法、麻薬等取締法で検挙された少年数 

年 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

長野県（人） 2 3 1 1 0 0 

全 国（人） 320 227 193 285 373 412 

〔少年非行の概況（長野県警）〕 

 

少年の犯罪被害は減少傾向だが、児童ポルノ被害は増加傾向 
○ 県内の少年の犯罪被害の件数は減少傾向にありますが、児童ポルノの被害児童数が増加傾

向にあります。 

 

〔少年非行の概況（長野県警）〕 
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※ 巻末 用語解説参照 
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２ インターネット環境（スマートフォン等の所有、ネットの利用、ネットトラブル） 

○ インターネットにおいて、性・暴力表現等、青少年に有害な情報が流通していることに鑑

み、青少年が安全かつ安心してインターネットを利用できるようにするため、平成 21 年

（2009 年）４月から「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等

に関する法律」が施行されています。 

 

インターネットの適正な利用が課題 
○ インターネットは、子ども・若者にとって手軽で便利なコミュニケーションの手段となっ

ていますが、適正な利用方法を逸脱した場合、重大なネットトラブルに巻き込まれるおそれ

もあります。 

 
注「子どもが機器を使っている」と回答した保護者の割合（H27 携帯電話やスマートフォン、H28･H29 スマートフォン） 

〔インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 

 

注）学校の授業以外でインターネットを利用していると回答した小中高生に占める割合  

〔インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 

 

注）学校の授業以外でインターネットを利用していると回答した中高生に占める割合 

〔インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 
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28 

学年が上がるとネットの長時間利用者が増加 
○ 学年が上がるにしたがって、インターネットに接続できる機器の使用率が高まるとともに、

インターネット利用時間は増加しています。また、子どものインターネット利用時間は保護

者が想像する以上に長い傾向があります。 

 
注）学校の授業以外でインターネットを利用していると回答した小中高生に占める割合 

〔インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 

 

注）学校の授業以外でインターネットを利用していると回答した小中高生に占める割合 

〔インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 

 
注）学校の授業以外でインターネットを利用していると回答した小中高生とその保護者に占める割合 

〔Ｈ29 インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 
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子どものネット依存の傾向が顕著に 
○ 全国的にインターネットの長時間利用による生活のリズムの乱れが見られるなど、10代､

20 代の若者はネット依存の傾向が高くなっています。また、児童生徒の年齢（学年）が上

がるにつれて、ネット依存を認識する傾向があります。 

 
〔H28 総務省情報通信政策研究所調〕 

 
〔H29 インターネットについてのアンケート（長野県教育委員会）〕 

 

 

３ 子どもの性被害の状況 

子どもの性被害関連犯罪は近年やや減少傾向 
○ 子どもの性被害関連犯罪は、平成 25 年まで増加傾向でした。その後やや減少しています

が、平成 22年以降年間 60件を上回っています。 

 
注）性被害関連犯罪：児童買春･児童ポルノ禁止法、風営適正化法、児童福祉法、出会い系サイト規制法、売春防止法 

〔長野県警調〕 
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コミュニティサイトに起因する被害が平成 26 年度に急増 
○ インターネットを介し、子どもが性被害に巻き込まれる事案は、全国的に急増していますが、
長野県では平成 26年度をピークにやや減少しています。 

 
〔警察庁、長野県警調〕 

 

 

４ 若者の社会参加 

○ 少子化の進展に伴い、地域の担い手となる若者が減少しています。 

  長野県の若者人口の推計 

 2020 年 2025年 2030 年 2035年 2040 年 

20 歳代 182,404 181,837 168,137 152,965 137,569 

30 歳代 192,832 180,403 185,529 184,674 170,848 

〔国立社会保障・人口問題研究所推計〕 

 

若者の社会参加は低調 
○ ボランティア活動や地域活動など公共的活動に参加する若者の割合は、他の年齢層と比較

して全国的に低い状況にあります。長野県では、ボランティア活動に参加する若者の割合が

全国平均より高い傾向にあります。 

 
〔社会生活基本調査（総務省）〕 
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コミュニティサイトに起因する被害が平成 26 年度に急増 
○ インターネットを介し、子どもが性被害に巻き込まれる事案は、全国的に急増していますが、
長野県では平成 26年度をピークにやや減少しています。 

 
〔警察庁、長野県警調〕 

 

 

４ 若者の社会参加 

○ 少子化の進展に伴い、地域の担い手となる若者が減少しています。 

  長野県の若者人口の推計 

 2020 年 2025年 2030 年 2035年 2040 年 

20 歳代 182,404 181,837 168,137 152,965 137,569 

30 歳代 192,832 180,403 185,529 184,674 170,848 

〔国立社会保障・人口問題研究所推計〕 

 

若者の社会参加は低調 
○ ボランティア活動や地域活動など公共的活動に参加する若者の割合は、他の年齢層と比較

して全国的に低い状況にあります。長野県では、ボランティア活動に参加する若者の割合が

全国平均より高い傾向にあります。 

 
〔社会生活基本調査（総務省）〕 
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〔社会生活基本調査（総務省）〕（Ｈ28 の都道府県別調査結果は未発表） 

 

 

子どものころの多様な体験が将来の学びや人間関係に好影響 
○ 子どもの頃に地域活動や自然体験を多く経験した人の方が、大人になってから学びなどの

意欲・関心や人間関係能力が高い傾向がありますが、小学生の自然体験活動が減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「人間関係能力」：人前で緊張せずに話せる、あいさつができる、友達に相談されることがよくある等 

〔子どもの体験活動の実態に関する調査研究（H22年 10 月）（独立行政法人国立青少年教育振興機構）〕 

 

〔Ｈ26 青少年の体験活動に関する実態調査（独立行政法人国立青少年教育振興機構）〕 
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第８章 子ども・若者の日常生活と健康 

～ 食習慣・学習習慣等に課題 ～ 

１ 食習慣  

朝食の摂取状況に課題がある子どもがいる 

○ 約９割の児童生徒が、朝食を毎日食べています。また、約半数の児童生徒は、バランスの

良い朝食を摂れていますが、約２割の児童生徒が、副菜なしの朝食となっているなど、望ま

しい食事内容となっていない子どもがいます。 

 
〔H28 児童生徒の食に関する実態調査（長野県）〕  

〔H28 児童生徒の食に関する実態調査（長野県）〕 

 
〔H28 児童生徒の食に関する実態調査（長野県）〕 

 

２ 運動習慣  

運動する子どもとしていない子どもの二極化 

○ 運動する子どもとしない子どもの二極化が進んでいます。 

  

体育授業以外の１週間の総運動時間（長野県）

60分未満 420分以上 60分未満 420分以上

男 7.9% 49.7% 7.3% 82.9%

女 16.4% 23.6% 23.6% 54.9%

小５ 中２

 
〔H29 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポーツ庁）〕 
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※ 巻末 用語解説参照 


